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全 日 本空輸座席予約システム
SeatReservation System for AllNippon Airways

八 田 恒 明*
TsuneakiHatta

要 旨

全日本空輸座席予約システムは日本国有鉄道MARS-101座席予約システムと相前後して建設され,昭和39

年7月から営業運転を開始した全国的な規模をもつオンライン･リアルタイム･システムで,昭和41年には

いって99.8%以上の稼働率を示している｡

本稿では,航空機座席予約業務の特長とシステムが提供したサービス形態,およぴオペレーテイング･シス

テムともいえるソフトウェア･システムの考え方を中心にシステムの大要について述べている｡

1.緒 日

航空機の座席予約は,従来から人手によるシステムができており,

サービス本位の考え方が強い｡

庸の予約方式は定員確保制で,鉄道の座席予約に比べるとシステ

ムにかかる負担は軽減されているが,オープソ券の発売,電話によ

る予約受付,待予約,便の交換などシステムの中に人間的要素のは

いりやすいサービスが要求されている｡

本システムは,これらのサービスが操作者と機械との間でまちが

いなく行なわれるよう,特に窓口サービスの機能のデザインに重点

が置かれている｡

2.全日本空輸の予約サービス

全日本空輸は国内主要都市間および沖縄に定期航空路線を運航し

ており,幹線とローカル線とが密接に関連して全国航空ネットワー

クを構成している｡全日本空輸の座席予約サービスは"本システム

の端末装置をおいてない店舗からの電話中込みに対する営業をも行

なう”ことが含まれており,窓口において切符を発売する日本国有

鉄道の予約サービスとは若干サービス方式に差がある｡座席予約シ

ステムはこのような営業方式にマッチするような機能をもつととも

に,中央においては営業サービスをサポートする業務(ダイヤ変更

にともなうファイルの変更など)および営業サービスの結果として

得られる情報から管理資料を作成する業務が円滑に行なわれるよう

な操作機能をもたせている｡窓口サービスのための棟能は次のとお

りである｡

(1)予約対象

(2)予約期間

(3)操作種別

(a)予

(b)解

(c)照

定期便各便の定員管理

1個月

約 ファイルを修正し回答により航空券の発

行が行なわれる｡

約 発行した航空券を払戻し,ファイルを修

正する｡

会 空席の有無および出港時刻などを照会す

る｡

(d)待 予 約 すでに満員になっている優に空席ができ

たとき登録されている窓口のた捌こその

席を確保する｡

(e)そ の 他 特定装置のための情報管理サービス｡

(4)操作指定事項

(a)空 港 名 乗便の最初の出発空港と接続便を含む最

終着空港をボタンで指定する(ダイヤで

日立製作所神奈川工場

(b) 日 付
(
c
)
便

名

(d)同時予約人数

接続便として示されているものは,2便

に乗っても中継空港の指定は不要)｡

2けたの数字ボタンで指定するが,出発

日およびその前日は"今日”"明日”ボ

タンにより指定する｡

3けたの数字ボタンで指定する｡

1けたの数字ボタンで指定する｡人数

は4人までであるが中央装置内の/ミラメ

ータを変更すれば9人までの任意人数が

同時予約可能になる｡

(e)そのほか 等級種別,中継店番号,予約番号を数字

ボタンで指定する｡

(5)回答事項

(a)予約番号,接続便予約番号,解約番号 ファイル修正

の結果としてその管理番号を数字ランプ

で表示する｡

(b)前後便名 指定便が満員のとき,空席のある最近時

に出発する便名を表示する｡

刻

数

別

納
席
閑

出

残

回

指定便の出港時刻を示す｡

予約可能な残席数を示す｡

YES,NO,再送,再考ランプにより表

示する｡

(f)航空情報 機種変更,欠航,定時,時刻変更をラン

プにより表示する｡

(g)そのほか 前記のほか操作内容により若干の回答情

報の追加変更がある｡

3.システムの構成

本システムは,大阪に設置されている中央装置と,全国各地の空

港,営業所,代理店内分室の窓口に設置されているエージェソトセ

ットと,これら相互間を結ぶ回線網とから構成されている｡
図1はシステムの構成を示したダイヤグラムである｡

3.1中:矢 装 置

中央装置としては,席の発売業務のためのリアルタイム処理,多

数の通信回線を制御し同時に情報の入出力を扱う機能および管理資

料を作成するための一括データ処理を並行処理する必要がある｡こ

のため割込処理依能とデータチャネルとを有するHITAC3030を使

用することにした｡

残座席数,航空情報,待予約リストなどを記憶するファイルには,

記憶容量,読出速度の点から磁気ドラムを使用した｡

また以下の理由から並列運転方式を採用した｡

(1)障害時のサービス停止時間を短縮する｡
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障害発生個所によってはサービスを停止することなく,自

動的に単独運転に切り換わる｡

(2)保守性を高める｡

(3)処理結果を照合することにより,処坪の信頼性を高める｡

中央装置を構成する各装置の性能の概略を表1に示す｡

3.2 エージェントセット

各営業所の発売窓口に置かれるエージェソトセットは係員が操作

する操作盤と,その操作健を制御し,予約,照会などの動作に必要

な情報を中央装置に対し送受信する制御器とからなる｡以下項目を

追って概略の説明を加える｡

(1)操 作 盤

発売窓口の係員が窓口の客から直接または電話で希望を聞きな

がら操作することを重点にして構造上制御上の設計がなされて

いる｡図2はその外観を示したものである｡

要求条件はすべて盤面に配置されている自照式押ボタンおよび

10キーで設定される｡
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表1 中 央 装 置 性 能 蓑

形 式

H-3031

H-3032

H¶172

H-176

H-169

H-222

H-171

H1223

H-174

H-239

H-221

ロロ

処 理

制

入 出

御

力

名 l 性 能

装 置

卓

装 置

主記憶装置 容 丑 4,096語

語構成 40ビット＋パリティ

ビット

サイクルタイム10/侶

命 令 構 成 2命令/語

前 賢 速 度 命令読rijし 10/侶

加減算 12～20/∫S

シフト10～14〝S

テスト●ジャンプ 6～20/JS

インデックスレジスタ 4 個

別込 レ ベ ル 20レ ベ ル

データチャネル 5本(ほかに並列運転用のダ

イレクトチャネルを1本もつ)

入出力チャンネル 5本

中央装置全般の制御操作および監視を行なう

収 容 字 数

印 字 速 度

さ ん孔速度

テ【プ読取速度

けん囁人力速度

3段シフト121字

500字/分

840字/分

500字/分

最大500字/分

テ ー プ 読取機 読 取 速 度 200字/砂

磁気ドラム記憶装置 記 憶 容 ぶ 32,768語

平均待合時間 10ms

磁気ドラム制御装置

磁気テー‾70装置

磁気テープ制御装置

ラ イ ン プリ ン タ

gather read,SCatter Write可能

テ】プ速度 2m/砂

転 送 速 度 10kc/砂

可変長ブロックの懐いが可能

収 容 字 数 108種

印 字 速 度 約180行/分

ラ イ ン プリ ン タ

制 御 装 置
コード変換テーブルを内蔵し,コード変換を行な

いながら印字制御可能

送受信制御装置 収容回線数

伝送速度

/､ツファ容韮

容量 96回線(HALF DUPLEX)

実装 48回線(HALF DUPLEX)

50B.P.S,国定

1ビット(処理装置コアメモリと

は,データチャネルを介し,1ビ

ット単位で入出力されるr-)

(a)自照式押ボタンで設定する項目:発着空港名,操作

種別

(b)10キーを用いて順次設定する項目: 日付,便名,席数,

等級,種別,中継

店番号,予約番号

操作種別により必要な設定項目は異なるが,必要な項目がすべ

て設定し終わると準備完了のランプが点灯し発信動作可能を表示

する｡

発信は発信キーを倒して指令する｡

中央装置からの回答は操作種別,回答内容により異なるが,下

記項目がランプおよび数字表示管に必要に応じて表示される｡

(a)回 答:YES,NO,再考,再送

(b)航空情事艮:OT(定時運航),DL(出発時問遅延)

SC(機種変更),CC(欠航)

(c)回答内容:予約番号,残席数,近接前便名,近接後

便名,解約番号,便名,日付,出航時刻

(d)そのほか:問合せ要求

なお,設定された要求条件は発信指令を行なうまで任意に部分

変更可能な方式としてあるので,操作者にかかる負担が軽減され,

誤操作防止に役立っている｡

(2)制 御 器

制御器は電子回路と継電器回路とからなる端末制御装置で,機

能的に大別すると下記の要素から構成されている｡

(a)要求情報蓄積記憶部(継電器回路が主体となっている｡)
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図3 リアルタイム･サービス･プログラム処理順序

(b)回答情報蓄積記憶部

(c)送受信 制 御 部

(d)制 御 部

(継電器回路が主体となっている｡)

(継電器回路および電子回路で構成

されている｡)

(継電器回路が主体となっている｡)

(e)整 流 電 源 部

諸元は下記のとおりである｡

(a)通信方式 伝送速度50B.P.S.,HALF DUPLEX,

複流接地式,電流±20mA

(b)同期方式 5単位調歩式,ローカルマージュ35%

以上

(C)誤り制御 4ビットごとのパリティチェック,再送

処理

3.3 集 線 装 置

エージェソトセットが,中央装置との間で情報を送受する時間は

オペレータが客と応対する時間に比べるとかなり小さく,1台のエ

ージェソトセットが発する呼量はたかだか0.1T.U.程度と推定さ

れている｡したがって回線は可能な限り地域的に集線することが望

ましい｡

本システムでは,設置条件に応ずる種類の集線機器を使いわけ回

線網を構成している｡

(1)集線 装 置 大規模な集線が可能な場所に設置する｡

入回線数 5回線

出回線数 2回線

(2)集線ユニット:制御機内に必要に応じて実装できるユニ

ットで,小規模な集線を簡便に可能にし

ている｡

入回線数 2回線

出回線数 1回線

(3)多重制御:同一窓口に2台以上設置される場合に使

用可能となるもので,厳密には集線装置

ではない｡

制御器2台に対し出回線が1回線とな

るほかに,制御器の一部が共用されてお

り経済的である｡

4.プ ロ グ ラ ム

4.1リアルタイム･サービス･プログラム

窓口からの処理要求に対して回答を作成し,回線の制御を行なう

プログラムである｡このプログラムの処理順序の概要を示したのが

図3である｡このシステムのように多くの窓口装置を対象とするリ

アルタイム･サービスにおいての大きな問題の一つは,窓口におけ

る棟概操作の誤りと,長大な通信線路の途中における信号誤りに対

する防御をどうするかであるが,本システムでは回線制御および回

答処理の中に誤りを検出した結果を含めて処理する方式がとられ

/
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図4 業務処理プログラムのフローチャート

ている｡主要なサービスの内容はつぎのとおりである｡

(1)回 線 制 御

窓口装置からの要求に対してあいている通信用バッファを割当

て通信終了後回線の開放指令を出す｡通信上の誤りが検出された

場合には,窓口装置から情報を受信中のときは"再送”の回答を

送り,回答送信中は再度送信することにより情報処理の正確性を

保つ｡通信用/ミッファとしてほインデックスの設定により任意数

を使用することができるが,トラフィックを勘案し20個を用意

し,任意の回線に任意のバッファが結合できる方式をとり,効率

を高めている｡なお回答送信後は窓口装置から良好に受信･された

か否かの確認をとり,･送受信情報とともに磁気テープに保存して

おき,サービス結果および回線状態の監視に使用している｡

(2)業務処理のプログラム

窓口からの要求に従って座席台帳を参照して回答を作成するプ

ログラムである｡このプログラムが座席予約サービスの中心にな

るものであり,サービス制度に応じて運用されるように考慮して

ある｡すなわち営業政策によって変更される路線,ダイヤ,接続

状況,乗客定員の区間による分乱 航空情報,臨時便の設定など

を毎日運航する優に対応して,正確に記憶管理できるファイル方

式および制御方式がとられている｡

(a) フ ァ イ ル

このシステムでは営業政策によって変更される情報および毎

日の予約サービスを行なうための座席台帳を,磁気ドラム内に

ファイルとして記憶している｡前者としては路線表,空港表,経

由便表,寄港便蒙,接続便表,接続便インデックス,臨時便イ

ソデックス,各便の時刻表,変更時刻表がある｡また座席ファ

イルには予解約番号,残座席数および航空情報が含まれる｡全

日本空輸の路線には途中寄港があり,また乗継ぎというような

サービスがある｡このサービスは旅客の分布に応じて適当に変

更されるものであって,このシステムではテーブルを書き替え

ることで容易に対応することができるよう考慮されている｡

(b)業務処理のプログラム

窓口からの要求に応じてその内容を判断し,回答を作成する｡

図4は処理のフローチャートである｡各要求種別に応じたプロ
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グラムは磁気コアおよび磁気ドラムに記憶されており,要求処

理のたびに準備し地理する方式をとっている｡並列処理を行な

っている二つのシステムの問では,このプログラムの始めに同

期をとり,終わりにほ相互の情報の一致を確認している｡各要

求については処理結果を論理的に判断してYES,NO,再送,

再考の回答を送る｡回答の中で"杓送”はパリティ誤りが検出

されたとき,"再考”は操作に論王Iトミ的誤りが認められたとき送

られるものである｡

4.2 コンソール･オペレーション

このシステムでは,HITAC3030の割込処理機能を有効に使い,

窓口要求を処理するリアル･タイム･サービスと,コンソール･オ

ペレーションをまったく独立に同時処理する方式を採用した｡

コンソール･オペレーションの対象業務ほ,一般EDPSのバッチ

処理と同じと考えてよいが,この座席予約システムでほ,時々刻々

修正されている座席ファイル煩を処理対象としており,誤りにより

ファイルが回復不能な乱れを受けるようなことは厳重に防止しなけ

ればならない｡プログラムの制御方式としては,同時並列処理と,

誤り防止磯能とを盛り込み次に述べる方式となっている｡

(1)制御システム

割込みのサービス･プログラムを中心に,全般のプログラムの

進行を制御するプログラム群と,リアルタイム･サービス.プロ

グラム群およびコンソール･オペレーション制御プログラムを磁

気コア内に常駐させ,各割込安岡によってプログラムを進行させ

る｡コンソール･オペレーションの場合には,一連のプログラム

を磁気ドラムから磁気コアに読込んで実行させる｡必柴によって

ほプログラムのオーノミーレイを行なう｡磁気ドラムに収容できな

い場合には磁気テープまたは,紙テープから磁気ドラム内に読込

み逐次処理することも可能である｡

(2) モニタリ ング

コンソール･オペレーションは,その操作ごとに操作内容のチ

ェックを行ない,起動,終了をプリント･アウトしつつ進行する｡

この結果は運用日誌として使用できる｡各プログラムはデバッグ

終了後登録され,登録単位によって処理されるが,その大きさは

自由であり,登録したプログラムの場合はオペレータの指示によ

り自由に結合して操作することが可能である｡すなわち処理の流

れを構成するプログラムの各構成要素を独立に作成し結合するこ

と(プログラムのビルディング･ブロック)が可能である｡

(3)誤 り の防止

予約サービス時間中に,コンソール･オペレーションでファイ

ルを書き香えるというような誤りがあると,旅客に対するサービ

スに大混乱が生ずる｡このようにリアル･タイム･システムにお

いては時々刻々変動するデータに対し外乱を与えることは重大な

結果が発生するので十分な防止対策が必要である｡

本システムでは,誤りの防止のために前述したように,完全に

デバッグされたプログラムを登録管理する方法をとっているが,

リアル･タイム･サービス時間中に処理することができないプロ

グラム(座席ファイルの修正など)にはロックをかけ,ファイル

の書写しのようなプログラムの場合にはモニタ･プリントにより

挫作内容を確認してからプログラムが進行する方法により誤りの

介入を防止するようにしている｡これらの方式は非常に大きな効

果をあげており,今までの実績でほ操作誤りによる重大な事故は

起こっていない｡

予 約 期 間

最繁時処理能力

予約に要する時間

5.システムの仕様

1個月

約10,000呼/時

一約6秒
ただし発信を行なってから回答

表示があらわれるまで｡

窓口にて可能な操作種別

発券予約･電話予約･電話予約後の券購入･

オープン券購入･オープン券入手後の便の決

定･照会･待予約･問合せ･電話解約･解約

払戻し･電話解約後の券払戻し･交換発行

ただし下線部分の電話による予解約につい

ては発券予約制度への変更により使用してい

ない｡

そ の ほ か オンライン動作中,データー括処理を並行し

て行なわせることができる｡

る.結 R

全日本空輸座牒予約システムは,日本国有鉄道座席予約システム

で開発されたハードウェアを使用し,短期間で建設したオンライソ.

リアルタイム･システムとして,一時期を画したものである｡今後

は,標準化されたハードウェアを中心としてシステムを構成するこ

とと同時に,ソフトウェア(特に通信制御関係の基本的ソフトウェ

ア)の標準化の方法につき研究,開発する必要が痛感される｡

終わりにのぞみ,いろいろの面で多大なご指導,ご援助をいただ

いた全日本空輸株式会社の関係各位に厚く感謝の意を表する次第で

ある｡
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